
【参考資料③「言語活動のタイプ」】

言語活動のタイプ 学習段階に即した活動の発展性 言語活動の話題の広がり

◇シナリオにそって

スキット/ドラマ ↓

◇せりふのフレームをもとに 自分自身のこと

ロールプレイ ↓

音 ◇場面と立場を決めて即興で 身の回りのもの

声 Ｑ＆Ａ/クイズ ◇あらかじめ示された質問で yes/no型

↓ 家族のこと

に ゲス・ホワット ↓ 回答選択型 友達や大切な人のこと

↓

よ インタビュー ◇自分で質問を用意して 一問一答型

↓

る 発問型

言 家庭生活

プレゼンテーション ◇事実をもとに 一方的に

語 ↓ ↓ 学校生活

ショウ＆テル ◇自分の考えを含めて インタラクテ

活 ィブに 身近な地域のこと

スピーチ

動

体験したこと

意見交流 ◇オープンエンドの交流

↓ 将来のこと

ディスカッション ◇結論を出す目的で 選択する

順序を決める 外国の文化

↓ 問題を解決する 日本の伝統文化

ディベート ◇相手を説得する目的で

伝言 ◇語句、数字等で 自然・環境

↓

掲示 ◇文で

↓ 福 祉

文 手紙・Ｅメール ◇まとまりのある文章で

字

に

よ 説明文 ◇大切なことを落とさないように 平 和

る ↓

言 報告文 ◇文章構成を意識して 生き方

語 ↓

活 意見文 ◇例やエピソードを交えながら

動 ↓

感想文 ◇意見や感想、願いを交えながら

詩 ◇既存の作品を模倣しながら

↓

物語創作 ◇絵などからストーリーを考えて


